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令和 8 年 新年のごあいさつ令和 8 年 新年のごあいさつ

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
市
政
各
般
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
風
水
害
等
に
よ
る
大
き
な
災

害
も
な
く
、
令
和
６
年
に
発
生
し
た
硫
黄

山
の
火
山
活
動
に
よ
る
河
川
の
水
質
悪
化

も
落
ち
着
い
た
こ
と
で
、
市
内
全
域
で
の

稲
作
が
再
開
さ
れ
る
な
ど
、
比
較
的
平
穏

な
１
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま

す
。
道
の
駅
え
び
の
で
は
、
９
月
に
来
場

者
が
８
０
０
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
え

び
の
市
随
一
の
集
客
施
設
と
し
て
、
今
後
、

道
の
駅
え
び
の
を
軸
に
し
た
観
光
を
推
進

し
て
い
く
た
め
に
も
、
さ
ら
に
魅
力
に
磨

き
を
か
け
、
集
客
力
を
向
上
さ
せ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
公
約
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
長
報
酬
の
減
額
を
実
行
し
、
市
役
所
本

庁
２
階
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
き

ま
し
て
も
設
置
に
向
け
て
着
手
し
て
お
り

ま
す
。

　

一
方
、
社
会
情
勢
を
見
ま
す
と
、
物
価

高
に
よ
る
経
済
の
不
安
定
が
長
期
化
し
て

お
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
業
界
に
お
い
て
も

先
行
き
が
不
透
明
な
状
況
に
あ
り
、
各
家

庭
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

国
で
は
、
継
続
的
に
物
価
高
騰
対
策
が
講

じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
市
に
お
い

て
も
機
を
逃
す
こ
と
な
く
、
引
き
続
き
国

や
県
の
動
向
を
注
視
し
、
情
報
収
集
を
行

い
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
最
大

の
効
果
を
発
揮
で
き
る
事
業
の
選
択
と
創

出
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
令
和
８
年
度
か
ら
の
第
６
次
え

び
の
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
策
定

作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
人
口
減
少
と

少
子
高
齢
化
、
厳
し
い
地
域
経
済
と
財
政

状
況
な
ど
、
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す

が
、
本
市
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能

な
発
展
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

市
内
の
事
業
者
や
各
組
織
・
団
体
と
の
連

携
を
さ
ら
に
強
化
し
、
産
業
振
興
の
推
進

と
交
流
人
口
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
で
、「
安

心
し
て
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
え
び
の
」
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
本
年
も

市
政
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
皆
様

に
と
り
ま
し
て
健
や
か
で
穏
や
か
な
年
と

な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

えびの市長えびの市長
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二
十
歳
と
い
う
節
目
を
迎
え
、

改
め
て
「
大
人
に
な
る
」
こ
と
の

意
味
を
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
人
生
を
振
り
返
る
と
、
家
族
や

友
人
、
先
生
方
な
ど
、
多
く
の
人

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
歩
ん
で
き
た

日
々
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
学
生

の
頃
は
、
与
え
ら
れ
た
環
境
の
中

で
勉
強
や
部
活
動
に
励
み
、
進
路

を
決
め
る
際
も
多
く
の
助
言
を
受

け
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
、
そ

れ
ら
の
選
択
が
全
て
「
自
分
の
責

任
」
と
し
て
返
っ
て
く
る
こ
と
を

　

１
月
５
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
令
和

8
年
え
び
の
市
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
は
か
ま
や
ス
ー
ツ
、
振
袖
姿
に

身
を
包
ん
だ
新
成
人
1
3
9
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

式
で
は
、
松
坂
は
な
さ
ん
（
加
久
藤
中

出
身
）
が
市
民
憲
章
を
朗
読
し
、
森
髙
雄

喜
さ
ん
（
飯
野
中
出
身
）
が
中
山
義
彦
市

長
か
ら
記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

式
辞
で
は
、
中
山
市
長
が
「
周
囲
の
人

た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
自
分
の
人
生
を
切
り
開
い
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
が
生
ま
れ
育
っ
た

え
び
の
市
に
、
誇
り
を
持
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
新
成
人
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
、
村
岡
慎
之
助
さ

ん
（
飯
野
中
出
身
）
が
意
見
発
表
し
、
清

原
結
彩
さ
ん
（
上
江
中
出
身
）
と
園
田
冴

王
さ
ん
（
真
幸
中
出
身
）
が
感
謝
と
誓
い

の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
成
人
式
実
行
委
員
会
主

催
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
え
び
の
市
出
身
の
小
倉
里
恵
さ
ん

に
よ
る
エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
に
合
わ
せ
て

新
成
人
の
中
学
校
時
代
の
写
真
な
ど
が
ス

ク
リ
ー
ン
に
流
れ
、
会
場
内
は
笑
顔
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
実
行
委
員
が

選
ん
だ
景
品
や
市
内
企
業
等
の
協
賛
品
が

当
た
る
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
会
場
内
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
一
生
に
一
度
の
成
人
式
を
主

役
と
な
る
新
成
人
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
、

市
内
出
身
者
で
盛
り
上
げ
て
も
ら
お
う
と
、

8
月
に
成
人
式
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
仕
事
や
学
業
の
合
間
を
縫
っ
て

毎
月
集
ま
り
、
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
、

記
念
品
の
選
定
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
内
容

の
協
議
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

実
感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
「
大
人
」
と
聞
く
と
、

完
璧
で
自
信
に
満
ち
た
存
在
を
思

い
描
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

実
際
は
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
、
迷

い
や
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。
社

会
の
一
員
と
し
て
生
き
て
い
く
中

で
、
何
を
基
準
に
行
動
し
、
ど
の

よ
う
に
他
者
と
関
わ
る
の
か
、
正

解
が
な
い
か
ら
こ
そ
失
敗
す
る
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も

自
分
の
意
思
で
道
を
選
び
、
自
分

の
力
で
未
来
を
築
け
る
自
由
を
得

た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
変
化
が

激
し
く
、
将
来
を
予
測
す
る
の
が

難
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
自
分
の
考
え
を
堅
持
し

つ
つ
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
力
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
周
囲
の
人
た
ち

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
多

様
な
価
値
観
を
理
解
し
協
力
し
合

い
、
自
分
だ
け
で
な
く
他
人
の
幸

せ
に
も
目
を
向
け
ら
れ
る
人
間
に

な
り
た
い
で
す
。
（
一
部
抜
粋
）

エレクトーンの演奏とともに、懐かしい写
真や恩師からのメッセージが流れました

村
岡 

慎
之
助
さ
ん （
飯
野
中
出
身
）

は 

た 

ち

実行委員が選んだ景品や市内企業等の協
賛品が当たる抽選会で盛り上がりました

当選者が新成人としての抱負や感想などを
話しました

森髙 雄喜さん（飯野中出身） 松坂 はなさん（加久藤中出身）
まつ さか清原 結彩さん（上江中出身）・園田 冴王さん

（真幸中出身）

ゆ　 い れ　 お

一生に一度の成人式を全員の心に残るものにしたいと思い頑張ってきました。多
くの人に楽しんでもらえたことが何よりうれしかったです。

実行委員長 本石 凡
ひ ろ な

夏さん（上江中出身） ※写真下段・右から2番目
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加久藤地区

真幸地区

飯野地区

上江地区
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問
市
健
康
保
険
課 

市
民
健
康
係
　
☎
35
‐
1
1
1
6
（
直
通
）

健
　
幸

睡
眠
休
養
と
高
血
圧

～ 

ス
ト
レ
ス
解
消
で
高
血
圧
予
防 

～

　

ス
ト
レ
ス
と
上
手
く
付
き
合
う
こ
と

が
、
高
血
圧
予
防
に
つ
な
が
る
こ
と
を

ご
存
じ
で
す
か
。
ス
ト
レ
ス
は
、
私
た

ち
の
生
活
の
中
で
避
け
ら
れ
な
い
も
の

で
す
が
、
心
と
体
の
健
康
を
保
つ
た
め

に
は
上
手
に
付
き
合
う
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

ス
ト
レ
ス
と
は
、
外
部
か
ら
刺
激
を

受
け
た
と
き
に
生
じ
る
緊
張
状
態
の
こ

と
で
す
。
病
気
や
睡
眠
不
足
な
ど
の
身

体
的
ス
ト
レ
ス
、
不
安
や
悩
み
な
ど
の

心
理
的
ス
ト
レ
ス
、
そ
し
て
、「
人
間

関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い
」、「
仕
事
が

忙
し
い
」な
ど
の
社
会
的
ス
ト
レ
ス
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
体
は
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

る
と「
緊
急
事
態
に
備
え
る
モ
ー
ド
」に

な
り
、
交
感
神
経
が
活
発
に
な
り
ま

す
。
こ
の
交
感
神
経
の
刺
激
に
よ
り
心

拍
数
が
増
加
し
、
血
管
が
収
縮
す
る
こ

と
で
血
圧
は
上
昇
し
ま
す
。
ス
ト
レ
ス

に
よ
る
影
響
は
、
特
に
高
血
圧
に
深
く

関
わ
っ
て
い
て
、
心
理
的
・
社
会
的
な

ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
高
血
圧
の
発
症
が

2
倍
以
上
高
ま
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。　
　
　
　

　

過
度
な
ス
ト
レ
ス
が
続
く
こ
と
で
、

自
分
で
は
気
付
か
な
い
う
ち
に
さ
ま
ざ

ま
な
不
調
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
う
に

は
、
十
分
な
睡
眠
を
と
っ
て「
休
む
」こ

と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
質
の
良
い
睡

眠
を
保
つ
た
め
に
も
、
趣
味
や
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
ん
だ
り
、
自
然
や
温
泉
な
ど

に
親
し
ん
だ
り
す
る
な
ど
、
体
を「
養

う
」こ
と
も
大
切
で
す
。
こ
れ
ら
を
組

み
合
わ
せ
、
日
常
生
活
の
中
で
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
時
間
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

協
　
働

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
宝
く
じ
助
成
金
を
活
用
し
、
永
山
自

治
会
が
自
治
公
民
館
を
整
備
し
ま
し

た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
や
集
会
施
設

の
整
備
な
ど
に
対
し
て
助
成
を
行
い
、

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉

の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
の
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

永
山
自
治
公
民
館
に
は
集
会
室
、
厨

房
な
ど
が
あ
り
、
自
治
公
民
館
建
設
と

併
せ
て
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
テ
ー
ブ

宝
く
じ
助
成
で
自
治
公
民
館
を
整
備

活
動
拠
点
と
し
て
活
用

問
市
民
協
働
課 

市
民
協
働
係
　
☎
35
‐
1
1
1
8
（
課
直
通
）整備された備品

ル
、
冷
蔵
庫
、
掃
除
機
な
ど
の
備
品
も

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
自
治
会
活

動
な
ど
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

萩
原
輝
人
自
治
会
長
は
、「
自
治
公

民
館
を
地
域
づ
く
り
の
中
心
と
し
て
生

か
し
て
い
き
ま
す
。
普
段
は
交
流
や
支

整備された永山自治公民館

リラックスできる時間を確保

十分な睡眠をとりましょう

問
市
企
画
課 

情
報
係
　
☎
35
‐
3
7
1
4
（
直
通
）

窓
　
口

市
が
発
行
す
る
証
明
書
や
通
知
書
等

の
様
式
が
変
わ
り
ま
す

　

1
月
か
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
利
用

す
る
業
務
シ
ス
テ
ム
の
一
部
が
地
方
公

共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
対
応

し
た
シ
ス
テ
ム
に
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
市
が
発
行
す
る
納
付
書
や
通

知
書
等
が
、
国
の
定
め
る
レ
イ
ア
ウ
ト

に
変
更
に
な
り
ま
す
。

■
変
更
さ
れ
る
主
な
証
明
書
等

　

変
更
さ
れ
る
主
な
証
明
書
は
次
の
と

お
り
で
す
。

・
住
民
票
の
写
し
（
個
人
式
）

・
住
民
票
の
写
し
（
世
帯
連
記
式
）

・
印
鑑
登
録
証
明
書

・
所
得
証
明
書

・
納
税
証
明
書

・
名
寄
帳
兼
課
税
台
帳

【
注
意
事
項
】
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に

伴
い
、
次
の
税
証
明
書
は
発
行
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

・
世
帯
課
税
証
明
書
、所
得
証
明
書
（
児

童
手
当
用
）、
非
課
税
証
明
書
、
所
在

地
証
明
書

■
変
更
さ
れ
る
主
な
納
付
書

【
市
税
務
課
】市
県
民
税
、固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税

【
市
健
康
保
険
課
】
国
民
健
康
保
険
税
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

【
市
介
護
保
険
課
】
介
護
保
険
料

【
市
財
産
管
理
課
】
住
宅
使
用
料
、
定

住
促
進
住
宅
使
用
料

【
市
こ
ど
も
課
】
保
育
所
利
用
料

【
市
福
祉
課
】
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
負

担
金

【
市
学
校
教
育
課
】
奨
学
金
返
還
金
、

教
職
員
住
宅
使
用
料

※
旧
納
付
書
は
、
納
付
書
に
記
載
さ
れ

て
い
る
期
限
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

※
納
付
方
法
や
取
扱
金
融
機
関
、
請
求

時
期
、納
期
限
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
各
種
証
明
書
や
郵
送
物
で
使
用
す
る

文
字
の
字
形
（
デ
ザ
イ
ン
）
が
変
更
さ

れ
ま
す

　

新
し
い
シ
ス
テ
ム
で
は
、
戸
籍
や
住

民
票
で
使
用
さ
れ
て
い
る
標
準
的
な
文

字
を
も
と
に
、
デ
ジ
タ
ル
庁
が
作
成
し

た
字
形「
行
政
事
務
標
準
文
字
」を
使
用

し
ま
す
。

 

市
が
発
行
す
る
住
民
票
の
写
し
や
各

種
証
明
書
、
郵
送
物
等
に
記
載
す
る
氏

名
や
住
所
等
の
文
字
の
字
形
が
、
部
首

の
大
き
さ
、
曲
げ
・
は
ね
の
違
い
、
一

部
の
長
さ
の
違
い
な
ど
、
デ
ザ
イ
ン
の

差
の
範
囲
内
で
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

教
　
育

　

12
月
20
日
、市
文
化
セ
ン
タ
ー
で「
令

和
7
年
度
え
び
の
市
教
育
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地

域
と
学
校
が
共
に
発
展
し
て
い
く
こ
と

と
、
生
涯
学
習
振
興
を
目
的
に
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

　

同
大
会
で
は
、
生
涯
学
習
功
労
者
等

表
彰
・
家
庭
教
育
標
語
入
賞
者
表
彰
式
、

生
涯
学
習
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
発
表
と
、

宮
崎
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

の
水
永
正
憲
さ
ん
を
講
師
に
招
い
て
の

令
和
7
年
度

え
び
の
市
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

教育講演会を行う水永さん

教
育
講
演
会
、
講
師
と
市
内
中
学
生
と

の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
生
涯
学
習
優
良
組
織
団
体
】

え
び
の
Ｅ
Ｍ
研
究
会

【
生
涯
学
習
功
労
者
】
竹
中
雪
宏
さ
ん
、

赤
﨑
正
史
さ
ん
、
築
地
杳
子
さ
ん

【
家
庭
教
育
標
語
受
賞
者
】

［
最
優
秀
賞
］
中
村
聖
奈
さ
ん
（
岡
元
小

学
校
3
年
）［
優
秀
賞
］
宮
原
青そ

ら空
さ
ん

（
飯
野
中
学
校
2
年
）、
米
澤
颯か

え
で音

さ
ん

（
加
久
藤
小
学
校
6
年
）、
甲
斐
朔
乃
心

さ
ん
（
加
久
藤
中
学
校
3
年
）

生涯学習功労者表彰を受ける築地さん

市
社
会
教
育
課 

社
会
教
育
係
　
☎
35
‐
2
2
6
8（
課
直
通
）

市
学
校
教
育
課 

教
育
係
　
☎
35
‐
3
7
2
2
（
直
通
）

問

え
合
い
の
場
と
し

て
、
災
害
の
時
に

は
住
民
が
安
心
し

て
集
ま
れ
る
拠
点

と
し
て
利
用
し
て

い
き
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
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しゅわフェス in 飯野高校

12
青少年体験講座「農業体験」

12

713

　飯野高校で「しゅわフェス in 飯野高校」が
開催されました。これは、手話を普及するとと
もに関係団体のつながりを深めるため、社会福
祉法人宮崎県聴覚障害者協会が、宮崎公立大学
や合同会社 NKS など、関係団体の協力のもと
実施したものです。
　バリアフリーおはなし会や理学療法士とのス
トリートサッカー、筆談ゲームなど、聞こえる
人も聞こえない人も楽しく交流を深めました。

　まつくぼ工房で、市内の小・中学生を対象に、
青少年体験講座「農業体験」が行われました。こ
れは、世代間交流や家族とのふれあいによる青
少年の健全育成を目的に、市と北きりしま田舎物
語推進協議会が実施したものです。参加者は、ピ
ザ作りや腐葉土作りなどを体験しました。
　参加した子どもたちは「とても楽しかったです。
またこういうイベントがあったら参加したいです」
と話していました。

体験を通してつながりを広げる 学校や学年の垣根を越えて交流

「えびので第九を歌う会」第13回公演

プロ歌手と市民合唱団による共演

12

14
　市文化センターで「え
びので第九を歌う会」第
13 回公演が行われまし
た。 こ れ は、 令 和 7 年
度市民参加型舞台公演事
業として、プロ歌手と市
民合唱団が公演を行った
ものです。
　 第 1 部 で は、 ミ ュ ー
ジカルハイライトシーン

「 ア ラ ジ ン 」、 第 2 部 で
はベートーヴェン作曲交
響曲第 9 番第 4 楽章「歓
喜の歌」が披露されまし
た。 会 場 に は 約 450 人
が訪れ、大きな拍手が送
られていました。

畜
　
産

問

2
月
は
家
畜
防
疫
強
化
月
間
で
す

市
畜
産
農
政
課 

畜
産
振
興
室
　
☎
35
‐
3
7
4
4（
課
直
通
）

　

国
内
で
は
、
豚
熱
（
野
生
イ
ノ
シ
シ

の
豚
熱
感
染
含
む
）
や
高
病
原
性
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
家
畜
伝
染
病
が

発
生
し
、
本
市
へ
の
ウ
イ
ル
ス
侵
入
リ

ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

畜
産
農
家
だ
け
で
な
く
、
市
民
一
人

一
人
が
「
え
び
の
の
畜
産
」
を
守
る
た

め
に
何
が
で
き
る
の
か
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

■
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
令
和
4
年
、
令
和
6

年
シ
ー
ズ
ン
に
匹
敵
す
る
ペ
ー
ス
で
、

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
が
発
生
し
、
8
道
府
県
10
事
例
（
殺

処
分
数
：
約
3
6
4
・
8
万
羽
）
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
韓
国
で
は
昨
年
９
月
～
12
月

に
か
け
て
14
事
例
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
確
認
さ
れ
、

台
湾
で
は
季
節
を
問
わ
ず
農
場
で
の
発

生
が
継
続
的
に
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

九
州
管
内
で
は
、
11
月
22
日
に
日
向

市
で
発
生
し
、
本
病
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入

リ
ス
ク
が
非
常
に
高
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
養
鶏
農
家
の
皆
さ
ん
は
、
再
度
、

防
鳥
ネ
ッ
ト
の
確
認
と
補
修
、捕
獲
器
・

忌
避
剤
・
殺
鼠
剤
の
設
置
、
鶏
舎
周
り

の
石
灰
散
布
な
ど
、
最
大
限
の
防
疫
体

制
を
整
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
愛
玩
鶏
を
飼
養
し
て
い
る
皆

さ
ん
も
、
鶏
は
小
屋
内
で
管
理
し
、
金

網
や
防
鳥
ネ
ッ
ト
を
張
る
、
エ
サ
や
水

は
小
屋
の
中
に
置
く
な
ど
、
野
鳥
と
の

接
触
を
避
け
る
よ
う
な
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
河
川
な
ど
の
野
鳥
が

集
ま
り
や
す
い
場
所
に
は
、
な
る
べ
く

近
づ
か
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

外
出
先
か
ら
帰
っ
た
ら
せ
っ
け
ん
で

手
を
洗
う
な
ど
、
日
常
的
な
感
染
症
予

防
も
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
豚
熱（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）、ア
フ
リ
カ
豚
熱（
Ａ

Ｓ
Ｆ
）

　

平
成
30
年
9
月
に
、
国
内
で
豚
熱
の

発
生
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
、
こ
れ
ま

で
1
0
0
事
例
が
確
認
さ
れ
、
野
生

イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て
は
42
都
府
県
、
数

千
頭
規
模
で
陽
性
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
県
内
で
も
４
月
以
降
、
都
城
市
、

高
原
町
、
小
林
市
で
計
59
件
の
陽
性
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
30
年
8
月
17
日
に
中

国
で
、
ア
ジ
ア
地
域
で
初
め
て
ア
フ
リ

カ
豚
熱
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
以
降
、

周
辺
国
へ
の
感
染
が
拡
大
し
、
日
本
を

除
く
ほ
ぼ
全
て
の
主
要
国
・
地
域
（
20

カ
国
以
上
）
で
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
国
内
で
は
、
平
成
30
年
10
月
以

降
、
旅
客
の
携
帯
品
か
ら
収
去
し
た
畜

産
物
か
ら
、
Ａ
Ｓ
Ｆ
遺
伝
子
が
３
４
６

例
確
認
さ
れ
、
警
戒
が
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

■
口こ

う
て
い
え
き

蹄
疫

　

市
内
で
発
生
し
た
口
蹄
疫
終
息
か
ら

15
年
が
経
過
し
ま
す
。
畜
産
農
家
の
皆

さ
ん
は
、
飼
養
衛
生
管
理
基
準
を
遵
守

し
、
野
生
動
物
の
侵
入
防
止
や
畜
舎
の

清
掃
・
消
毒
、
立
入
者
記
録
簿
の
記
入
、

農
場
内
外
の
長
靴
の
履
き
替
え
、
車
両

消
毒
、踏
込
消
毒
槽
の
点
検
を
徹
底
し
、

防
疫
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
毎
月
20
日
は
「
消
毒
の
日
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で
の
一
斉
消

毒
の
取
り
組
み
な
ど
、
関
係
者
が
一
体

と
な
っ
た
防
疫
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。

※
事
例
等
の
数
字
は
、
12
月
24
日
現
在

の
も
の
で
す
。

入口などに石灰散布を行いましょう

消毒の徹底をお願いします

広報 令和8年1月号11 広報 令和8年1月号 10



えびのヒカリテラスイルミネーション

12

21 香蘭女子短期大学×えびの市
アスリート食探究

令和7年度明るい選挙啓発
ポスターコンクール

クリスマスロビーコンサート2025

12

21
12

12

24

　市文化センター前広場で「えびのヒカリテラ
スイルミネーション in 文化の杜」のオープニ
ングイベントが行われました。今回は「竹取物
語～ 10 年目の節目～」がテーマです。
　点灯式では、えびの応援大使の大野勇太さん
のコンサートや市内中学校・飯野高校の吹奏楽
部の演奏、ダンスパフォーマンスなどが披露さ
れました。点灯式後、多くの人がイルミネーショ
ンを楽しみました。

　真幸地区コミュニティセンターで、香蘭女子
短期大学と市とのアスリート食（献立）試食会
が実施されました。これは、令和 9 年に開催さ
れる「日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ」に合
わせ、「食」を最大限に生かした受け入れ体制を
構築するために行われたものです。
　試食会では、いもこ豚や康卵、えびの産ハー
ブ牛などの地元の食材を使用し、作りやすさや
栄養面を工夫したレシピが提案されました。

　令和 7 年度明るい選挙啓発ポスターコンクー
ルで、飯野高校 1 年の藤堂陽代里さんが「公
益財団法人明るい選挙推進協会会長・都道府県
選挙管理委員会連合会会長賞」を受賞し、飯野
高校で表彰式が行われました。
　藤堂さんは、「みんなが選挙に行きたくなる
ように、電車をモチーフに描きました。明るい
選挙につながるということが伝わればと思いま
す」と話していました。

　市文化センターロビーで「クリスマスロビー
コンサート」が行われました。これは、小さな
子どもから大人までの幅広い年代層に音楽を楽
しんでもらおうと、市が開催したものです。
　コンサートでは、一般演奏者によるハンドベ
ルやバンドの演奏、アーティストの「L

リ ア ン
ien」や

シンガーソングライターの浜崎奈津子さんによ
る公演が行われました。訪れた人たちは、クリ
スマスにちなんだ楽曲の演奏を楽しみました。

10年目の節目を照らす

アスリートを「食」でサポート明るい選挙を呼びかける

歌と音色で心温まる夜に

エコロジカルタウンえびの推進協議
会講演会

12
シルバー人材センターしめ縄寄贈

12

2527

　市文化センターで「エコロジカルタウンえび
の推進協議会講演会」が行われました。これは、
生産者・消費者に有機農業の推進や PR を図る
ために行われたものです。
　元農林水産大臣の山田正彦さんを講師に招
き、「食と健康」という演題で、有機農業に対
する消費者意識の変化や食の安全のための有機
農業の推進について講演が行われました。会場
には、市内外から約 70 人が来場しました。

　公益社団法人えびの市シルバー人材センター
が、市役所にしめ縄を贈りました。これは、新
年を気持ちよく迎えてほしいと贈られたもので
す。贈られたしめ縄は、藤嶋勉理事長と田中敏
治さんによる手作りのものです。
　藤嶋理事長は、「令和 8 年が穏やかな 1 年と
なればという思いと、皆さんに気持ちのよい新
年を迎えてほしいという思いで作りました」と
話していました。

有機農業について知る機会に 穏やかな1年を願って

14

竹はしらかし

一年間の無病息災を願って

1

4～
　市内各地の田んぼや河
川敷で「竹はしらかし」
が行われました。西川北
地区では、子ども会主催
で、1 月 7 日に西川北グ
ラウンドで行われまし
た。
　竹はしらかしは、一年
間の無病息災を願って行
われているもので、「ど
んど焼き」とも呼ばれま
す。組んだ竹のやぐらで
門松やしめ縄などを燃や
します。焼いた竹を持ち
帰り、家に立てかけてお
くと厄よけ・魔よけにな
るといわれています。

広報 広報令和8年1月号 令和8年1月号13 12



広報 令和8年1月号15 14

【お問い合わせ】 松山良文さん ☎33-4904俳句 ポエム同好会（田中虎夫） ☎33-2959詩

■
詩

■
俳
句

人
生
の
ゴ
ー
ル
間
近

山
下
順
一
郎

あ
る
時
、
亡
き
父
の
91
歳
ま
で
生
き
ら
れ
る
か
な
ぁ
と
思
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
い
つ
の
ま
に
か
追
い
越
し
て
93
歳
に
な
っ
て
い
た
。

視
覚
障
害
者
と
な
り
、
足
も
弱
っ
て
車
椅
子
生
活
と
な
っ
た
。

友
人
や
知
人
も
次
々
と
あ
の
世
へ
と
旅
立
っ
て
い
っ
た
。

何
も
慌
て
る
こ
と
は
な
い
。

自
分
な
り
に
歩
い
て
き
た
道
を
振
り
返
り
、
穏
や
か
に
過
ご
そ
う
。

偉
人
、
賢
人
も
与
え
ら
れ
た
命
は
平
等
。

ま
も
な
く
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
我
が
身
も
、
そ
の
日
ま
で
頑
張
れ
ば
よ
い
。

携
わ
っ
て
く
れ
る
皆
さ
ん
の
お
陰
で
こ
の
歳
ま
で
生
き
ら
れ
て
幸
せ
だ
と
思
う
。

本
当
に
あ
り
が
た
い
、
感
謝
。

何
も
思
い
残
す
こ
と
は
な
い
。

わ
が
人
生
に
悔
い
は
な
し
。

お す す め の 一 冊

おうちで育てるキノコ
BOOK
フシギにはまる！

深町貴子 著
（NHK 出版）

えびの市民図書館
☎35-0242　https://www.ebino-library.com/
開館時間	 火曜〜土曜／午前9時〜午後7時
	 日曜 ・ 祝日／午前9時〜午後5時
休 館 日	 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（2月） 時　間

岡元小学校→さくら苑 10日（火）、
25日（水） 13：15〜15：15

上江小中学校→ Aコープかくとう店
→加久藤地区体育館

12日（木）、
26日（木） 12：45〜16：30

飯野地区コミュニティセンター 13日（金）、
27日（金） 14：50〜15：15

真幸地区体育館 4日（水）、
18日（水） 15：25〜15：50

飯野出張所→自衛隊官舎 6日（金）、
20日（金） 15：25〜16：30

極
月
や
僧
衣
翻
し
バ
イ
ク
行
く

松
林
淳
子

　

お
寺
に
所
用
で
参
り
ま
し
た
時
に
若
い
お
坊
さ
ん
が
忙
し
そ
う
に
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
行
か
れ

た
の
を
目
に
し
た
時
の
一
句
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
註
）

■加古川市立加古川図書館交換展示
加古川市立加古川図書館（兵庫県）の郷土資料や観光に
関する展示です。加古川市の魅力について知り、図書館で
観光した気分になってみませんか。
●開催日＝1月29日（木）～ 2月23日（月・祝）
●時間＝［平日・土曜］午前9時～午後7時［日曜・祝日］午
前9時～午後5時
●場所＝図書館

かいけつゾロリ
ニセゾロリあらわる！！
原ゆたか 作・絵

（ポプラ社）

えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見ることができます。

■クラフト講座「ドーナツのつくりかた」
紙バンドを編んでつくる、かわいいドーナツクラフトの
講座を開催します。色を組み合わせて、飾りを付けて、世
界に一つだけのドーナツを作ってみませんか。
●開催日＝2月14日（土）
●時間＝午前11時～午後1時（予定）
●場所＝市文化センター 美術工芸室
●申込方法＝図書館カウンターに直接、または電話でお
申し込みください。
※小学3年生以下は保護者同伴

リスタート

岩永　健太 代表

起業支援センターでできること MAPHP はこちら

費用について
オフィス使用料　1 カ月 … 8,000 円（午前 8 時～午後 6 時）

コワーキングスペース使用料　3 時間 …200 円　１日 …400 円　※誰でも利用できます。

付属設備等 パソコン　1 日 …500 円

File.14

エントランスエントランス オフィススペースオフィススペース 会議スペース会議スペース

えびの市起業支援センター　☎ 27-3077お問い合わせ

インキュベーションマネージャーと事務員が
常駐しています

16室あるオフィススペースは、
パーティションで区切られています

施設内で会議を行うことができます
専用のWi-Fiも完備されています

いつでも相談できる人がいます。1
資金調達を後押しする仕組みが整っています。2
共に成長できる仲間がいます。3
テレワーク･ワーケーション、小会議、打ち合わせ等ができます。4

えびの市大字永山 1182 番地 1

http://ebino-shien.com/

えびの市起業支援センター

●移動販売（キッチンカー）
●野菜・果物の流通
●農業体験の窓口

事業内容

川内川

至小林市役所入口

道の駅
えびの

えびの市役所道
車
動
自
州
九

IC

えびの市起業
支援センター

　えびの市起業支援センターでは、起業家の誘致等を行い、その経済活動により地域経済の活性化
を目的とし、創業支援や起業家育成、そして各事業者の相談対応に重点的に取り組んでいます。
　実際に同センターで経営面のサポートを受けた事業者をご紹介します。

　
え
び
の
市
に
移
住
し
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

施
設
を
探
し
て
い
た
と
き
に
、起
業
支
援
セ

ン
タ
ー（
以
下
、エ
ー
ビ
ッ
ク
と
い
う
）を
知
り
、

利
用
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
サ
ー
ビ

ス
業
を
し
て
い
ま
し
た
が
、野
菜
や
果
物
な

ど
の
作
物
を
通
し
て
、県
外
の
人
た
ち
と
地

元
の
人
た
ち
を
結
び
付
け
た
い
と
思
い
、起

業
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
エ
ー
ビ
ッ
ク
で
は
、宮
崎
県
よ
ろ
ず
支
援

拠
点
の
相
談
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
S
N
S

の
活
用
や
販
促
方
法
に
つ
い
て
相
談
を
し
て

い
ま
す
が
、対
面
で
話
せ
る
の
で
と
て
も
良
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

相
談
す
る
と
、さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と
マ
ッ
チ

ン
グ
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、事
業
を
進
め
る

上
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。最
近
で
は
、有
機
米

の
農
家
さ
ん
と
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、

試
作
品
の
た
め
、製
品
化・
ラ
ッ
ピ
ン
グ
す
る

た
め
に
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。ま
た
、宮
崎

県
と
福
岡
県
を
行
き
来
し
て
い
る
の
で
、食

材
の
流
通
と
併
せ
て
、え
び
の
市
の
良
さ
を

県
外
に
広
め
て
い
き
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
エ
ー
ビ
ッ
ク
を
利
用
し
た
こ
と
で
、人
と

の
つ
な
が
り
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
、事
業

が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
の
で
、起
業
で
い
い

ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い
人
は
、ぜ
ひ
、利
用
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

14

キッチンカーで地元の食材を使ったメニューを提供
しています

メニューの製品化・ラッピングなどを試行錯誤して
います

令和8年1月号広報



た
く
さ
ん
の
種
類
の
薬
を
飲
ん
で
い
ま
せ
ん
か

　

た
く
さ
ん
の
種
類
の
薬
を
服
用

し
て
い
る
と
、
薬
が
相
互
に
影
響
し

合
い
、「
効
き
過
ぎ
て
し
ま
う
」、「
効

か
な
い
」、「
副
作
用
を
起
こ
す
」
な

ど
、
体
に
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
、

注
意
が
必
要
で
す
。特
に
高
齢
者
は
、

服
用
し
て
い
る
薬
が
６
種
類
以
上
に

な
る
と
、
副
作
用
を
起
こ
す
人
が
増

え
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
加
齢
に
伴
い
肝
臓
や
腎
臓

の
働
き
が
弱
く
な
り
、
薬
の
分
解
や

体
外
へ
の
排
せ
つ
に
時
間
が
か
か
る

よ
う
に
な
る
た
め
で
す
。

必
ず
主
治
医
や
薬
剤
師
に
相
談
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。も
し
薬
以
外
で

毎
日
飲
ん
で
い
る
健
康
食
品
や
サ
プ

リ
メ
ン
ト
が
あ
る
場
合
も
き
ち
ん
と

伝
え
ま
し
ょ
う
。

　

日
頃
か
ら
、
か
か
り
つ
け
医
・
薬

局
を
持
ち
、
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
を

き
ち
ん
と
把
握
す
る
た
め
に
も
、
お

薬
手
帳
は
一
冊
に
ま
と
め
、
受
診
す

る
際
は
忘
れ
ず
に
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
医
師
や
薬
剤
師
か
ら
の
薬
の

説
明
は
し
っ
か
り
と
聞
き
、
自
分
が

飲
ん
で
い
る
薬
に
つ
い
て
き
ち
ん
と

理
解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

文：市
健
康
保
険
課 

市
民
健
康
係

　

高
齢
に
な
る
と
、
複
数
の
病
気
を

抱
え
、
服
用
す
る
薬
が
増
え
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。も
し
薬
を
服
用
し
て

い
て
、
食
欲
低
下
、
物
忘
れ
、
眠
気
、

め
ま
い
、
気
分
が
し
ず
む
、
尿
が
出

に
く
い
、
便
秘
な
ど
の
気
に
な
る
症

状
が
出
て
き
た
場
合
、
特
に
薬
の
追

加
や
変
更
後
に
こ
れ
ら
の
症
状
が
新

た
に
出
た
場
合
に
は
、
主
治
医
や
薬

剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。気
に
な

る
症
状
が
あ
る
か
ら
と
、
勝
手
に
薬

を
や
め
た
り
、
減
ら
し
た
り
す
る
と
、

病
状
が
悪
化
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

れ
ば
効
力
が
発
生
し
ま
す
。

　

高
齢
者
は
被
害
に
あ
っ
た
認
識

が
な
い
、
誰
に
も
相
談
し
な
い
な
ど
、

被
害
が
表
面
化
し
に
く
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。高
齢
者
宅
で
見
慣
れ
な
い

契
約
書
を
見
つ
け
た
ら
、
本
人
に
確

認
し
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た

ら
、
全
国
共
通
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
「
１
８
８
（
い
や
や
）」
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
1
8
8
（
局
番
な
し
）

文：市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係

　

高
齢
者
を
狙
っ
た
給
湯
器
の
点
検

商
法
に
関
す
る
相
談
が
急
増
し
て
い

ま
す
。

　

事
例
と
し
て
、「
ガ
ス
会
社
か
ら

給
湯
器
の
点
検
に
伺
う
と
の
連
絡
が

あ
り
、
後
日
来
訪
さ
れ
た
。『
給
湯
器

が
古
く
な
っ
て
い
る
か
ら
交
換
し
た

ほ
う
が
い
い
』
と
勧
め
ら
れ
、
約
30

万
円
の
交
換
工
事
を
契
約
し
た
。し

か
し
、
後
か
ら
契
約
書
を
確
認
す
る

と
、
契
約
中
の
ガ
ス
会
社
と
関
係
の

な
い
別
の
会
社
で
、
給
湯
器
も
故
障

等
な
く
、
交
換
の
必
要
も
な
か
っ
た

た
め
、
す
ぐ
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

を
申
し
出
た
」
と
い
う
内
容
で
す
。

　

事
業
者
か
ら
「
早
く
交
換
し
た
方

が
い
い
」
な
ど
と
契
約
を
急
が
さ
れ

て
も
、
す
ぐ
契
約
せ
ず
に
一
旦
保
留

し
、
家
族
や
信
頼
で
き
る
事
業
者
に

確
認
し
て
も
ら
う
な
ど
し
て
か
ら
判

断
し
ま
し
ょ
う
。

　

契
約
し
て
し
ま
っ
て
も
、
訪
問
販

売
の
場
合
、
契
約
書
面
受
領
後
8
日

以
内
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
可
能

で
す
。ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
、
発
信

主
義
で
す
の
で
、
期
間
内
に
発
信
す

高
齢
者
を
狙
っ
た
訪
問
販
売
に
注
意

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g

いきいき！健康
H e a l t h y  L i f e

冬
の
運
動
の
注
意
点

■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

12月の交通事故
発生状況

人　身	 0件
物　件	 22件

本年累計	 23件
本年累計	 319件

12月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災	 0件
救　急	 95件

本年累計	 11件
本年累計	 1,005件

　

私
た
ち
の
体
は
、
体
温
の
維
持
や

心
臓
・
脳
を
動
か
す
た
め
に
、
何
も

し
て
い
な
く
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消

費
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を
基
礎
代
謝

と
い
い
ま
す
。気
温
が
低
下
す
る
冬

は
、
体
内
で
熱
を
作
っ
て
体
温
を
維

持
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
夏
よ
り

も
基
礎
代
謝
が
上
が
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
の
た
め
、
体
重
を
落
と
し

た
い
人
は
、
冬
に
運
動
す
る
と
効
果

的
で
す
。手
足
が
冷
え
や
す
い
人
は
、

運
動
に
よ
っ
て
血
の
め
ぐ
り
が
良
く

な
り
冷
え
の
改
善
が
見
込
め
ま
す
。

ま
た
、
冬
に
な
る
と
何
と
な
く
気
分

が
優
れ
な
く
な
る
人
も
、
体
を
動
か

す
こ
と
で
、
心
の
不
調
の
予
防
や
改

善
の
手
助
け
に
な
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
冬
の
運
動
に
は
注
意
が

必
要
で
す
。寒
い
中
の
運
動
は
筋
肉

が
固
く
な
り
や
す
い
た
め
、
運
動
を

始
め
る
前
に
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
の
準

備
運
動
を
す
る
こ
と
で
、
安
全
に
運

動
を
行
え
ま
す
。運
動
を
す
る
際
の

服
装
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。運
動

す
る
と
す
ぐ
暑
く
な
る
か
ら
と
、
薄

す
ぎ
る
服
装
だ
と
、
耳
や
手
足
、
顔

と
い
っ
た
末
端
部
分
か
ら
徐
々
に
熱

が
奪
わ
れ
て
い
き
ま
す
。外
気
か
ら

体
温
が
奪
わ
れ
な
い
よ
う
に
衣
服
を

工
夫
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、
冬
は
汗

を
か
き
に
く
く
水
分
補
給
を
忘
れ
が

ち
に
な
り
ま
す
。意
識
し
て
水
分
補

給
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

最
近
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
動

画
投
稿
サ
イ
ト
に
、
運
動
や
ス
ト

レ
ッ
チ
の
動
画
が
数
多
く
投
稿
さ

れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
か
ら
自
分
に

あ
っ
た
も
の
を
見
つ
け
て
、
体
を
動

か
し
て
み
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

文：市
社
会
教
育
課 

市
民
体
育
係

偽のメールや SMS にご注意ください

日々の注意で火災を防ぎましょう

　 令 和8 年 の 新 春 を 迎え、謹 んで 新 年 のご あ い
さつ を 申し上 げ ま す。私 たち 消 防 職・団 員 一 同
は、市 民 の 皆さん の「生 命・身 体・財 産を守り抜
く」という使 命を胸 に、い か なる災 害 にも立ち向
かう決意を新たにしています。
　 火 災 の 多くは、日々の 注 意 で 防ぐことが 可 能
で す。火 の 用 心 を 今 一 度 徹 底し、共 に 安 全 な ま
ちを築 いていきましょう。令 和8 年も市 民 の 皆さ
んの安心のとりでとして、全力で職務にまい進し
ます。

　 金 融 機 関 などを装った 偽 のメー ル や S M S（シ
ョートメッセージサービス）による、フィッシング
の 被 害 に関 する相 談 が 増えています。

【金 融 機 関を装った S M S の 例】
　お客 様がご利 用の口 座が不 正 利 用されている
可 能 性 が ありま す。口 座 の 一 時 利 用 停 止、再 開
手 続きは以下よりご 確 認ください。
　 h t t p s : / / ○ ○ b a n k . c o m  など

【予 防・対 策】
・リンクを不 用 意に開かず、開いてしまってもI D・
パスワードなどを絶 対 に入 力しな い

・サイトへ の ログ イン は 公 式アプリ・サイトから
アクセスし、セキュリティ対 策ソフトを利 用 する

生涯スポーツ
L i f e l o n g  s p o r t

広報 広報令和8年1月号 令和8年1月号17 16



申・問社会福祉法人 宮崎県社会福祉協議会 長寿社会推
進センター
〒880-8515 宮崎県宮崎市原町2-22 宮崎県福祉総合セン
ター内
☎0985-31-9630/FAX 0985-31-9665

えびの市男女共同参画推進審議会
公募委員を募集します

　市では、男女共同参画の推進について、市民の皆さんの
幅広い意見をもらうため、えびの市男女共同参画推進審議
会の委員を募集します。

【募集人員】若干名
【任期】2年間（令和8年4月1日～令和10年3月31日）
【応募要件】次の要件を全て満たしていること
・令和8年4月1日時点で満18歳以上であること
・市内に居住または通勤、通学をしていること
・市の男女共同参画の推進に理解・関心があること
・国または地方公共団体の議員および常勤の公務員でない
こと
・平日（夜間を含む）に開催する会議（年2 ～ 3回程度）に出
席できること

【申込方法】次のいずれかの方法でお申し込みください。
①応募申込書を、市総務課人権啓発室に直接、または郵
送、ファクス、電子メールで提出してください。※応募申込
書は市ホームページでダウンロードするか、市総務課人権
啓発室で取得してください。
②申し込みフォーム（ https://logoform.
jp/form/kUtt/1346143）からお申し込み
ください。※右のQRコードから申し込み
フォームが確認できます。

【報酬等】市の規定により報酬および旅費を支払います。
【申込期限】2月25日（水）必着
【その他】選考結果は、後日応募者全員に通知します。
申・問市総務課 人権啓発室
☎48-0351（直通）

宮崎県最低賃金が
時間額1,023円に改定されました

　宮崎県最低賃金は、11月6日から「時間額1,023円」に
改定されました。
　最低賃金は、臨時、パート、アルバイトを含む宮崎県
内で働く全ての労働者に適用されます。
問宮崎労働局 労働基準部 賃金室
☎0985-38-8836

税務署の確定申告会場への来場を
検討している人へ

　税務署の申告会場では、原則として、自分のマイナンバー
カードとスマートフォンを利用して確定申告書等を作成して
もらいます。なお、会場への入場は、LINEアプリによるオ
ンライン事前予約、または当日配付する入場整理券が必要
です（入場整理券の配付状況等に応じて、後日の来場を案
内する場合があります。）。
　申告は、マイナンバーカードを使ったe-Taxを推奨してい
ます。この場合、マイナンバーカード電子証明書に登録した
パスワード2つが必要となります。

【申告会場の開設期間】2月16日（月）～ 3月16日（月）
■パスワードの事前確認
　e-Tax送信にあたっては、マイナンバーカードの発行時に
設定した2種類のパスワードが必要です。必ず事前にご確認
ください。
①利用者証明用電子証明書のパスワード（数字4桁）
②署名用電子証明書のパスワード（英数字6 ～ 16文字）
■パスワードの初期化・再設定方法
　マイナンバーカードのパスワードを忘れてしまった場合
や、ロックがかかってしまった場合は、お住まいの地域の
市役所・役場のほか、コンビニなどでパスワードを初期化・
再設定することができます。
※詳しくは、地方公共団体情報システム機構公的個人認
証サービスポータルサイト（ https://www.jpki.go.jp/index.
html）をご覧ください。
問小林税務署
☎23-3126 ※自動音声案内

堆肥の悪臭防止等にご協力くださ
い

　水稲や飼料、園芸作物の作付けのため、堆肥を散布す
る機会が増えますが、散布後の悪臭等の苦情が多く寄せ
られています。堆肥をほ場に持ち出し、天候等の都合に
より堆肥散布ができない場合は、必ずシート等で堆肥を
覆うか、散布後は直ちに耕運するようお願いします。
　また、堆肥運搬車両や散布機械等で公道を走行する場
合も堆肥等が落下しないよう注意をお願いします。
　万一、落とした場合は、ほうきなどで清掃をお願いし
ます。
　地域一体となり、住みよい地域にしていきましょう。
問市畜産農政課 畜産振興室
☎35-3744（課直通）

蛍光ランプはLED照明への交換を
■今後、蛍光ランプが市場からなくなります
　令和6年12月に「水銀による環境の汚染の防止に関する
法律施行令の一部を改正する政令」が閣議決定・公布され
ました。今後、水銀添加製品である一般照明用の蛍光ラン
プの製造は、その種類に応じて段階的に禁止されます。
　蛍光ランプの使用・販売・購入は禁止されませんが、次第
に市場へ出回らなくなります。早めにLED照明への交換を
お願いします。
■蛍光ランプ（蛍光管、蛍光灯）の製造・輸出入禁止開始ス
ケジュール
①令和8年１月１日～：30Ｗ以下の電球形蛍光ランプ
②令和9年１月１日～：30Ｗを超える電球形蛍光ランプ、コ
ンパクト形蛍光ランプ、ハロりん酸塩を主成分とする直管
形蛍光ランプ・環形蛍光ランプ
③令和10年１月１日～：ハロりん酸塩を主成分としない直管
形蛍光ランプ・環形蛍光ランプ
　詳細は、環境省（ https://www.env.go.jp/ ）や経済産業
省（ https://www.meti.go.jp/ ）ホームページをご確認くだ
さい。
問市民環境課 生活環境係
☎35-3731（直通）

参加者募集
「宮崎ねんりんピック2026」
　宮崎県社会福祉協議会では、「宮崎ねんりんピック2026」
を開催します。

【開催日】5月17日（日）
※ミニテニス競技は5月11日（月）、卓球バレー競技は5月16
日（土）、ゴルフ競技は5月19日（火）、囲碁・将棋は5月24日（日）

【場所】ひなた宮崎県総合運動公園ほか
【開催競技】

ラージボール卓球 ◯ 太極拳 ◯
テニス ◯ 四半的弓道

ソフトテニス ◯ ボウリング ○
ソフトボール ◯ ゴルフ ◯
ゲートボール ◯ サッカー ◯

ペタンク ◯ ラグビーフットボール ◯
ターゲット・バードゴルフ パークゴルフ ○

グラウンド・ゴルフ ◯ 水泳
バウンドテニス 卓球バレー ○

ミニバレーボール ダンススポーツ ◯
ソフトバレーボール 還暦軟式野球 ○

ミニテニス バドミントン
弓道 ◯ 囲碁 ◯
剣道 ◯ 将棋 ◯

健康マージャン ◯

※◯がついている種目は、第38回全国健康福祉祭埼玉大
会の予選会を兼ねています。

【参加費】500円（申込後に郵送される振込用紙にて郵便局
で振り込み）
※種目によっては別途プレイ代が必要です。

【参加資格】60歳以上（昭和42年4月1日以前に生まれた人）
【申込方法】申込用紙に住所、氏名、生年月日、電話番号

等の必要事項を記入し、市福祉課地域福祉係、または大
会事務局（宮崎県社会福祉協議会長寿社会推進センター）
にお申し込みください。
※申込用紙は市福祉課にあります。

【申込期間】2月1日（日）～ 3月15日（日）
※3月1日～ 15日は大会事務局でのみ受け付けます。
※市福祉課への申し込みは土・日、祝日を除く。
申・問市福祉課 地域福祉係
☎35-1115（課直通）
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携帯電話臨時ショップを開設します
　市と株式会社NTTドコモ、KDDI株式会社、ソフトバン
ク株式会社の携帯電話事業者3社は、えびの市内におけ
る携帯電話サービスのサポートなどを確保するために、
携帯電話臨時ショップを開設しています。

【開設日】
携帯電話事業者 日程 担当ショップ・連絡先

ソフトバンク（ワ
イモバイル）の日

2 月 4 日（水）
　     5 日（木）

ソフトバンク小林
☎ 25-0198

ドコモの日 2 月 19 日（木）
　     20 日（金）

ドコモショップ
小林駅前店
☎ 24-5252

※予約ができます。各担当ショップに電話でお申し込み
ください。

【場所】えびの駅
【開設時間】午前10時～午後4時
【サービス内容】携帯電話の機種・契約変更や新規契約、

乗り換え、機器操作に伴う相談など
問市企画課 情報係
☎35-3714（直通）

島津義弘公講演会・薩摩琵琶演奏
会・企画展を開催します

　市歴史民俗資料館では、島津義弘公に関する講演会と
企画展を開催します。講演会に合わせて薩摩琵琶演奏も披
露します。ぜひ、ご来場ください。
■講演会・演奏会

【開催日】2月11日（水・祝）
◎薩摩琵琶演奏会

【時間】午後1時～午後1時50分 ［受付］午後0時30分～
【奏者】島津 義秀氏

◎講演会「島津義弘と上井覚兼」
【時間】午後2時～午後3時30分
【講師】新名 一仁氏

◎共通
【場所】市文化センター ホール
【定員】500人 ※定員になり次第締め切ります。
【入場料】無料 ※入場整理券が必要です。入場整理券は、

市歴史民俗資料館で配布しています。
※諸事情により、中止となる場合があります。
■企画展「島津義弘公展」

【開催日】1月31日（土）～2月15日（日）
【時間】［火曜～土曜］午前9時～午後6時
［日曜・祝日］午前9時～午後5時
【場所】市歴史民俗資料館 展示ホール
【休館日】1月26日（月）、28日（水）、2月2日（月）、9日（月） 
問市歴史民俗資料館
☎35-3144

古紙類の取り扱い
　えびの市ごみの出し方辞典では、コピー用紙・包装紙・
カレンダー・菓子箱・紙袋、トイレットペーパーやキッチ
ンペーパーの芯などの紙類を「燃やせるごみ」としてい
ますが、「雑誌」と一緒に資源物として回収できるように
なりました。
　「燃やせるごみ」で出すこともできますが、焼却ごみの
減量と資源化のために、資源物の分別にご協力をお願い
します。
※段ボール・新聞紙には、混ぜないでください。
■資源物とならない紙類
　次のものは、これまで同様に「燃やせるごみ」で出し
てください。地区ステーションに出すか、美化センター
に直接持ち込んでください。

・感熱紙（レシート）、カーボン紙、写真・アイロンプリン
ト紙、点字印刷物など、特殊加工されているもの

・かばんや靴を購入した時の詰め物
・においの強いものや汚れている紙（せっけん類やピザ・
ケーキの箱など）

・防水加工されているもの（紙コップや紙皿など）
・紙以外の素材がついているものなど（窓のついている
封筒など）※ティッシュペーパーの箱は、取り出し部分
のビニールを取ると資源として出せます。
問市美化センター
☎33-5782

第3回はじめての短歌教室
受講生・作品募集

　市では、生涯学習の一環として、「第3回はじめての短
歌教室」を開催します。第3回は無記名での作品鑑賞会を
行います。これまで参加していない人や作品を提出しな
い人もお気軽にご参加ください。
　鑑賞する作品も募集しています。ふるってご応募くだ
さい。

【開催日】2月14日（土）
【時間】午後1時～午後2時30分
【場所】市文化センター 団体室
【定員】20人程度
【講師】「心の花」会員 門田祥子氏
【参加費】無料
【持ってくるもの】筆記用具
【申込期限】定員になり次第締め切ります。
【申込方法】申し込みフォーム（https://

logoform.jp/form/kUtt/1355255）から
申し込むか、市社会教育課社会教育係
に電話でお申し込みください。

【応募方法】作品応募フォーム（https://
logoform.jp/form/kUtt/1218074）、ま
たは郵送、ファクスで応募してくださ
い。※当日も受け付けます。
※右のQRコードから申し込みフォー
ムが確認できます。
申・問市社会教育課 社会教育係（市文化センター内）
☎35-2268（課直通）/FAX 35-2908

これから始める大人のDXライフ
「パソコン講座」参加者募集
■パソコン・Word講座
　パソコンの入力方法、マウスの操作、ファイル作成、
作表・作図、Wordを用いた文書作成（要望に応じて回覧
板、イベント情報、案内チラシなど）をレベルに応じて4
回に分けて学習します。

【開催日】①2月10日、17日、3月3日、10日（毎回火曜）
②2月6日、13日、20日、27日（毎回金曜）

【時間】午後1時～午後3時30分
■Excel講座
　Excelの概要や表のけい線作成、簡単な数式の入力方法
などを4回に分けて学習します。

【開催日】2月4日、18日、25日、3月4日（毎回水曜）
【時間】午後1時～午後3時30分

■夜間講座
　パソコンの入力方法から、文書作成、表計算（簡単な
関数含む）、プレゼンテーション作成、簡単なプログラム
など、要望に応じて学習します。

【開催日】2月10日、17日、3月3日、10日（毎回火曜）
【時間】午後7時～午後9時30分

■共通事項
【場所】市文化センター
【対象者】市内在住者
【募集人員】4人まで
【参加費】無料
【申込方法】市社会教育課パソコン講

師（担当：新名）に電話、または申し
込みフォーム（ https://logoform.jp/
form/kUtt/1190132）からお申し込み
ください。
※右のQRコードから申し込みフォームが確認できます。

【申込期限】定員に達するまで
【その他】
・希望の講座と日程をお知らせください。
・個人所有のパソコンの持ち込みも可能です。
■パソコン相談
　パソコンの使い方について、相談に応じます。パソコ
ン持ち込みでの相談も対応します。
※パソコンの故障・修理の対応はできません。
※相談には、事前の申し込みが必要です。

【対象者】市内在住者で、パソコンの操作に困っている人
【時間】午前10時～午後3時
【場所】市文化センター
【参加費】無料
【申込方法】市社会教育課パソコン講師（担当：新名）に

電話でお申し込みください。
申・問市社会教育課 パソコン講師（市文化センター内）
☎35-2268（火曜・水曜・金曜）
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人　口　≫ Editor’s　≫

世帯数　≫

華 や かな 振 袖 やスーツ などに 身を 包 んだ 新 成 人 。カメ
ラを 向 けると、にこや かな 笑 顔 でポーズ をとってくれ

ました 。（ 米 原 ）

広 報 担 当になってから4 度目の成 人 式 の 撮 影 は 初 の 雨
模 様 でした が、式 典 終 了 後 に は 雨 も 上 がり、新 成 人

の門出を祝うようでした 。（ 中川 ）（令和8年1月1日現在）

えびの市マイクロバス等運行業務委
託の入札を実施します

　市では、令和8年度えびの市マイクロバス等運行業務委
託の入札を実施します。詳細は、市ホームページをご確認く
ださい。

【入札件名】令和8年度えびの市マイクロバス等運行業務委
託

【入札日時】2月25日（水）午前10時～
【場所】市役所本庁 別棟 1-3・4会議室
【入札参加資格審査申請書受付期間】1月20日（火）～ 2月

13日（金）
申・問市財産管理課 管財係
☎35-1120（課直通）

15,467人 （前月比 -54人）
男性／7,314人（-33人） 　女性／8,153人（-21人）
転入／31人  転出／43人  出生／1人  死亡／43人

7,513世帯 （前月比 -30世帯）

島屋敷 美恵子さん
（下島内）

祝！ 100 歳
いつまでもお元気で

12 月に 100 歳を迎えられた皆さんを紹介し
ます。

今月の表紙　≫ 今月の納税　≫
1 月5 日に、市 文 化センターで
行 わ れ た 「令 和 8 年えび の 市
成 人 式 ～ 2 0 t h  A n n i v e r s a r y
～」。振 袖 や は か ま など、晴 れ
着 に 身 を 包 ん だ 新 成 人 た ち
が 友 人 たちとの 再 会 を 喜 んで
いました。

会計年度任用職員を募集します
　市では、次の業務の会計年度任用職員を募集します。
■募集内容
①市こども課
放課後児童クラブ支援員、放課後児童クラブ補助員、家庭
相談員、母子・父子自立支援員、子ども自立支援員、母子
保健相談支援員
②市介護保険課
介護予防員、介護予防支援員、認知症地域支援推進員、
介護保険認定調査員
③市学校教育課
校務支援員、学校用務員、特別支援教育支援員、キャリア
教育支援センター長
④市農業委員会事務局
農地相談員、農地相談員（農地中間管理事業）、農地中間
管理事業推進員（農地中間管理事業）
⑤市美化センター
運転手、作業員、運転手（最終処分場勤務）
⑥運転手・作業員等
土木作業員（市農林整備課）、土木作業員（市建設課）、運
転手（市建設課）、運転手（市財産管理課）、清掃員（市財産
管理課）、作業員（市観光商工課）
⑦支援員・専門員等
自立生活相談支援員（市福祉課）、女性相談所相談員（市
総務課）、集落支援員（市民協働課）、防災専門員（市基地・
防災対策課）、スポーツ協会職員（市社会教育課）
■詳細の確認方法
　それぞれの募集の詳細は、市ホーム
ページを確認するか、各担当課にご連
絡ください。市ホームページは、右のQR
コードから確認できます。

※申し込みに係る市様式の履歴書は、市ホームページ、ま
たは各担当課にあります。
申・問各担当課にお問い合わせください。

令和7年分確定申告の期限内納付と
振替期日

　令和7年分確定申告の納付期限は次のとおりです。期
限内の納付をお願いします。
　「申告所得税および復興特別所得税」と「消費税および
地方消費税（個人事業者）」の納税は、一度届け出をすれ
ば、翌年以降も自動で金融機関の預貯金口座から引き落
としとなる「振替納税」が大変便利です。ぜひ、ご利用く
ださい。

【令和7年分確定申告の納付期限と振替納税の振替日】
税目 納付期限 振替納税の振替日

申告所得税および復興
特別所得税 3 月 16 日（月） 4 月 23 日（木）

消費税および地方消費
税（個人事業者） 3 月 31 日（火） 4 月 30 日（木）

　詳しくは、国税庁ホームページ（ https://www.nta.
go.jp/ ）をご覧ください。
　ご不明な点がある場合は、国税相談専用ダイヤルをご
利用ください。
問国税相談専用ダイヤル
☎0570-00-5901 ※自動音声案内

個人市県民税 第4期
国民健康保険税 第7期
後期高齢者医療保険料 第7期

2月2日（月）までに納めましょう。

■ごみのおはなし

飲み終わったペットボトルは、必ずラベルとふたを
外し、それぞれ分別して指定袋に入れてステーショ
ンに出してください。※市美化センターに持ち込む
場合も同様です。

問市美化センター　　　☎33-5782

ラベルとふたはプラス
チック製容器包装の袋へ

容器は洗って乾かして
ペットボトルの袋へ

大迫 ヨシさん
（東内竪）

【ペットボトルの出し方】

それぞれのステーションに出してください

地区ステーション 資源ステーション
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● 2 月の行事予定 ※各行事については、変更になる場合があります。

日付・曜日 行事名・会場・時間
週間・月間行事 企画展「島津義弘公展」（歴史民俗資料館 1 月 31 日～ 2 月 15 日）

2 月 1 日（日） 京町二日市（歩行者天国時間 9：00 ～ 17：00）
第 80 回南九州駅伝競走大会（真幸地区体育館前スタート 10：00 ～）

2 月 2 日（月） 文化センター・図書館・歴史民俗資料館休館

2 月 3 日（火） 母子手帳交付（こども家庭センター 9：30 ～ 11：00）※要予約 ☎ 35-1707
消費生活相談（市民環境課 10：00 ～ 15：00）

2 月 4 日（水）
臨時ショップ（ソフトバンク（ワイモバイル）の日）（えびの駅 10：00 ～ 16：00）
人権相談（市役所 1-1 会議室 10：00 ～ 15：00）
行政相談（市役所 1-2 会議室 10：00 ～ 12：00）
心配ごと相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：30 ※受付 16：00 まで）

2 月 5 日（木） 臨時ショップ（ソフトバンク（ワイモバイル）の日）（えびの駅 10：00 ～ 16：00）

2 月 6 日（金）

2 月 7 日（土） 美化センター稼働日（8：30 ～ 12：00）
小中学生英語暗唱大会（国際交流センター 9：00 ～ 12：00）

2 月 8 日（日）

2 月 9 日（月） 文化センター・図書館・歴史民俗資料館休館

2 月 10 日（火） アルコール家族教室（小林保健所 13：30 ～ 15：30）
消費生活相談（市民環境課 10：00 ～ 15：00）

2 月 11 日（水） 講演会「島津義弘と上井覚兼」・薩摩琵琶演奏会（文化センター ホール 13：00 ～ 15：30）※要入場整理券（歴
史民俗資料館で配布）

2 月 12 日（木） 年金移動相談（市役所 1-1 会議室 10：00 ～ 15：00）※要予約 ☎ 0986-23-2571（都城年金事務所）

2 月 13 日（金）

2 月 14 日（土） 美化センター稼働日（8：30 ～ 12：00）

2 月 15 日（日） 美化センター稼働日（8：30 ～ 17：00）
家庭の日

2 月 16 日（月） 文化センター・図書館・歴史民俗資料館休館

2 月 17 日（火）
道の駅定休日
母子手帳交付（こども家庭センター 9：30 ～ 11：00）※要予約 ☎ 35-1707
ひきこもり・こころの健康相談（小林保健所 13：30 ～ 15：30）※要予約 ☎ 23-3118
消費生活相談（市民環境課 10：00 ～ 15：00）

2 月 18 日（水） オレンジカフェよかとこ（文化センター 団体室 9：30 ～ 11：30）
心配ごと相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：30 ※受付 16：00 まで）

2 月 19 日（木）
臨時ショップ（ドコモの日）（えびの駅 10：00 ～ 16：00）
国際理解講座（国際交流センター 10：00 ～ 11：30）
無料法律相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：30）※要予約 ☎ 35-2800（社会福祉協議会）

2 月 20 日（金） 臨時ショップ（ドコモの日）（えびの駅 10：00 ～ 16：00）
県内一斉消毒の日（畜舎等の消毒を徹底しましょう）

2 月 21 日（土）

2 月 22 日（日）

2 月 23 日（月）

2 月 24 日（火） 文化センター・図書館・歴史民俗資料館休館
消費生活相談（市民環境課 10：00 ～ 15：00）

2 月 25 日（水） 図書館・歴史民俗資料館休館
心配ごと相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：30 ※受付 16：00 まで）

2 月 26 日（木） わかちあいの会［自死遺族のつどい］（小林保健所 13：00 ～ 15：00）

2 月 27 日（金）

2 月 28 日（土） 美化センター稼働日（8：30 ～ 12：00）

【発行】 えびの市役所　【編集】 企画課情報係　宮崎県えびの市大字栗下1292番地　☎0984‒35‒1111　URL https://www.city.ebino.lg.jp/  

※ QR コードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
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